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地

　茂発
展
に
結
び
付
け
る
政
策
体
系
を

政
策
研
究
大
学
院
大
学

　政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
・
特
別
教
授

で
は
な
く
自
ら
の
意
思
で
行
動

す
る
独
自
性
、
同
じ
意
思
を
持

つ
人
た
ち
と
の
連
携
な
ど
人
々

の
行
動
は
大
き
く
変
化
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
す
る
人
た
ち
が
急
速
に
増
加

し
、
東
日
本
大
震
災
で
自
分
に

で
き
る
貢
献
は
何
か
と
い
う
善

意
が
、
当
時
と
比
較
で
き
な
い

ほ
ど
広
が
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
他
地

域
へ
の
空
間
的
広
が
り
と
、
日

常
生
活
を
犠
牲
に
す
る
積
極

性
、
そ
し
て
他
人
か
ら
の
誘
い

　
そ
の
場
の
提
供
と
は
、
地
域

の
課
題
の
提
示
と
具
体
的
協
力

の
呼
び
か
け
、
そ
し
て
地
域
活

性
化
へ
の
市
民
や
企
業
の
参
加

の
仕
組
み
で
あ
る
。
今
回
の
復

興
計
画
へ
の
人
々
の
参
画
は
そ

　
国
土
形
成
計
画
の
「
新
た
な

公
」
が
、
住
民
や
企
業
も
含
め

た
地
域
力
の
結
集
へ
の
呼
び
か

け
で
あ
る
こ
と
は
前
回
に
述
べ

た
。
地
域
活
性
化
の
た
め
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
潜
在
力
の
拡

大
に
対
し
、
ま
だ
そ
の
場
は
十

分
提
供
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
。

政
治
に
対
す
る
厳
し
い
見
方

も
、
人
々
の
こ
の
よ
う
な
考
え

方
や
行
動
の
変
化
と
の
対
比
で

生
じ
て
い
る
面
も
あ
ろ
う
。

課
題
を
提
示
し
協
力
を
呼
び
か
け

人
々
や
企
業
の
努
力
を
引
き
出
す

大
震
災
を
教
訓
と
し
た
新
し
い
国
土
計
画
の
姿
③

地域活性化への住民や企業の貢献

る
た
め
に
世
界
各
国
で
導
入
さ

れ
て
き
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
に
つ
い

て
、
わ
が
国
は
、
そ
の
制
度
導

入
時
期
、
内
容
、
実
績
に
つ
い

て
大
き
く
遅
れ
た
。
復
興
財
源

と
し
て
民
間
資
金
の
活
用
が
唱

え
ら
れ
て
い
る
が
、
震
災
後
の

５
月
24
日
に
成
立
し
た
改
正
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
で
も
全
く
不
十
分
で
あ

り
、
再
修
正
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
が

国
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
①
事
業

着
手
ま
で
２
年
以
上
の
時
間
が

か
か
る
こ
と
②
臨
海
部
の
地
盤

沈
下
対
策
と
港
湾
整
備
、
高
齢

者
住
宅
・
福
祉
施
設
・
医
療
施

設
の
組
み
合
わ
せ
、
幹
線
道
路

と
高
台
の
宅
地
開
発
の
一
体
化

事
業
な
ど
、
発
注
者
の
異
な
る

複
合
事
業
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
③
海
外
に
比
べ
て
官
民
の
費

用
や
リ
ス
ク
分
担
、
補
助
金
入

札
な
ど
の
制
度
が
硬
直
的
な
こ

と
等
々
、
復
興
事
業
に
は
向
か

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
の
学
校
、
病
院
な
ど

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
１
施
設
が
対

象
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
複
数

の
施
設
を
一
つ
の
事
業
と
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
な

る
。

　
復
興
事
業
の
多
く
が
政
府
の

負
担
で
行
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る

中
、
補
助
金
入
札
方
式
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
負

担
と
政
府
負
担
を
あ
わ
せ
て
、

財
政
負
担
も
少
な
く
利
用
者
に

も
望
ま
れ
る
事
業
構
成
と
雇
用

創
出
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
保
守
政
党
へ
の
期
待
は
、
バ

ラ
マ
キ
で
は
な
く
、
ま
た
教
条

的
な
競
争
市
場
へ
の
志
向
で
も

な
く
、
人
々
や
企
業
の
努
力
を

地
域
や
社
会
の
発
展
に
結
び
付

け
る
政
策
体
系
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
復
興
事
業
に
関
し
て
も
、
潰か

い

滅め
つ

的
被
害
を
受
け
た
都
市
の
臨

海
部
で
早
く
再
建
し
た
い
と
い

う
地
元
企
業
の
希
望
は
強
い
。

時
間
の
か
か
る
都
市
計
画
の
決

定
を
待
た
ず
に
、
居
住
空
間
と

は
し
な
い
臨
海
部
の
産
業
用
地

の
先
行
的
復
興
に
着
手
す
る
こ

と
が
、
雇
用
を
生
み
、
人
口
流

出
を
防
ぐ
上
で
重
要
な
の
で
あ

る
。
ま
た
、
農
地
、
農
機
具
、

漁
船
、
養
殖
施
設
な
ど
を
個
人

で
復
旧
で
き
な
い
農
業
、
漁
業

従
事
者
が
共
同
し
て
再
建
す
る

と
い
う
機
運
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
動
き
を
後
押
し
す
る
こ
と

で
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
大

規
模
経
営
化
や
食
品
加
工
業
と

の
連
携
・
一
体
化
の
第
一
歩
と

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
高
台
へ
の
移
住
や
中

心
都
市
へ
の
集
落
再
編
も
、
単

な
る
説
得
や
、
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
計

画
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
自

ら
移
住
し
た
く
な
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
い
か
に
組
み
込
む
か

が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大

都
市
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
っ
て

い
る
福
祉
・
医
療
施
設
併
設
型

の
高
齢
者
住
宅
、
保
育
園
・
幼

稚
園
・
学
童
保
育
を
組
み
合
わ

せ
た
主
婦
の
就
業
支
援
、
上
記

の
雇
用
創
出
、
図
の
よ
う
な
魅

力
的
都
市
居
住
環
境
な
ど
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
、
財
源
不
足
下
で
の

交
通
・
社
会
資
本
の
整
備
に
民

間
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

の
先
進
事
例
と
な
り
う
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
の
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
活
動
（
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
）
、
京
都
府

の
住
民
に
よ
る
公
共
事
業
提

案
制
度
、
各
地
の
住
民
参
加

の
計
画
づ
く
り
（P

I; P
ublic 

Involvem
ent

）
を
は
じ
め
、

全
国
で
様
々
な
試
み
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。

　
今
、
地
域
づ
く
り
に
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
人
々
や
企
業
の

努
力
を
い
か
に
引
き
出
す
か
に

あ
る
。
か
つ
て
は
、
社
会
資
本

整
備
を
す
れ
ば
、
農
林
漁
業

も
、
製
造
業
も
、
流
通
業
も
、

観
光
産
業
な
ど
も
活
性
化
し
、

民
間
投
資
と
雇
用
を
生
み
出

し
、
そ
れ
が
地
域
間
所
得
格
差

を
縮
小
さ
せ
た
。

　
最
近
で
も
、
圏
央
道
、
東
海

環
状
道
路
や
新
名
神
道
路
が
企

業
立
地
を
大
き
く
促
進
さ
せ
て

い
る
。

　
社
会
保
障
の
中
心
的
課
題
は
少
子
高
齢
化

と
弱
い
経
済
成
長
力
の
下
で
の
「
社
会
保
障

費
」
の
財
源
で
あ
る
。
日
本
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
人
口
の
比
率
）
は
、
１
９
９
０

年
ま
で
は
日
本
は
欧
米
先
進
諸
国
よ
り
低
か

っ
た
。
そ
の
後
も
少
子
化
、
移
民
政
策
、
女

性
の
社
会
進
出
な
ど
へ
有
効
対
策
が
打
て

ず
、
２
０
０
５
年
以
降
世
界
一
の
高
齢
国
に

な
っ
た
。
予
測
さ
れ
て
い
た
事
態
に
政
治
が

対
処
で
き
な
か
っ
た
証
左
で
あ
る
。

「
利
権
・
既
得
権
」
手
放
し
改
革
を

　
経
済
も
同
様
で
、
91
年
の
冷
戦
の
終
結
と

ウ
ェ
ブ
時
代
に
突
入
、
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
と

95
年
以
後
の
金
融
機
関
大
再
編
以
外
は
、
産

業
も
政
策
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
は
遅
れ
、

「
政
産
官
」
は
危
機
に
あ
っ
て
組
織
的
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
ず
、
一
方
で
数
々

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
表
面
化
し
た
。「
メ
デ
ィ

ア
、
学
界
」
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
。
国
の

借
金
は
増
え
続
け
、
国
民
の
不
満
は
募
り
、

「
郵
政
解
散
、
自
民
党
圧
勝
」、そ
の
４
年
後

に
は
「
民
主
党
圧
勝
、
政
権
交
代
」、そ
し
て

今
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
だ
。
政

治
が
実
に
不
安
定
で
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
な

り
や
す
い
状
況
だ
。

　
こ
の
20
年
、特
に
若
者
に
は「
希
望
」が
見

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
就
職
・
雇
用
、
人
生

設
計
が
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
の
借
金

は
増
え
、
将
来
負
担
ば
か
り
増
え
る
の
を
知

っ
て
い
る
。
新
卒
一
括
採
用
、年
功
序
列
は

旧
来
の
企
業
、
社
会
の
論
理
で
あ
り
、
終

身
雇
用
の
先
な
ど
見
え
な
い
。「
正
規
」「
非
正

規
」雇
用
な
ど
不
可
解
だ
。
世
界
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
が
変
わ
っ
た
の
に
、
旧
来
の
社
会
シ
ス

テ
ム
で
理
屈
を
言
う
大
人
た
ち
、
そ
の
上
の

世
代
が
「
利
権
・
既
得
権
」
を
手
放
さ
ず
、

改
革
に
抵
抗
す
る
。
こ
れ
ら
は
政
治
の
仕
事

な
の
だ
。
自
民
も
民
主
も
な
い
、
「
未
来
派

VS
守
旧
派
」
、
こ
れ
が
国
内
政
策
の
主
要
な

論
点
に
な
る
べ
き
だ
。

災
害
対
応
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
テ
ス
ト

　
税
制
改
革
と
経
済
成
長
と
社
会
保
障
予

算
。
市
場
で
自
律
的
に
行
動
す
る
企
業
体
、

時
々
刻
々
変
化
す
る
、
し
か
も
予
測
で
き
な

い
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
の
行
く
え
。
こ
れ
ら
は

日
本
と
は
関
係
な
く
進
ん
で
い
く
。

　
日
本
に
こ
の
よ
う
な
変
化
を
読
み
取
る
、

対
応
す
る
、
覚
悟
を
も
っ
て
実
践
的
に
政
策

を
進
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
の
か
。
新

卒
一
括
採
用
、
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
の

「
タ
テ
」
の
組
織
と
社
会
で
、
こ
の
よ
う
な

「
個
」の
人
材
、
人
財
を
つ
く
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
冷
戦
構
造
と
日
米
安
保
の
枠
組
み
で
90

年
ま
で
経
済
成
長
し
、
あ
る
意
味
「
傲ご

う

慢ま
ん

」

に
な
っ
た
日
本
社
会
と
日
本
の「
リ
ー
ダ
ー
」

た
ち
。そ
の
本
質
は
、挫
折
を
知
ら
な
い
、

リ
ス
ク
を
避
け
て
昇
進
す
る「
哲
学
、胆
力
、

知
力
、決
断
力
の
劣
化
」し
た
人
た
ち
、
こ
れ

が
日
本
の
国
力
を
殺そ

い
で
き
た
。

　
「
３
・
11
」
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
を
停

滞
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
機
会
と
認
識
す
べ
き

だ
。
こ
れ
は
戦
争
と
も
比
較
で
き
る
自
然
と

の
大
き
な
闘
い
だ
。
原
発
災
害
へ
の
対
応
は

国
家
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
信
用
テ
ス
ト
だ
。

今
ま
で
の
常
識
、
既
存
の
規
則
を
超
え
て
、

東
北「
特
区
」と
し
て
世
界
の
英
知
と
知
力
、

胆
力
を
結
集
し
て
、
日
本
を
大
改
革
す
る
、

グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
に
参
加
す
る
日
本
と
な
る

き
っ
か
け
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
社
会
保
障
制
度
改
革
の
絶
好
の
機
会
な
の

だ
。
そ
れ
で
な
く
て
は
日
本
国
の
衰
退
は
と

ま
ら
な
い
。
次
は
金
融
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
な

り
か
ね
な
い
。

変化する世界のグローバル化に対応せよ

黒 

川
　

　清

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

社
会
保
障

⑵

（
写
真
＝
佐
久
間
哲
男
撮
影
）

ケアハウス、病院
を付帯した高齢
者マンション、学
校、保育園、集合
住宅

施設の一部は
避難所兼

高台や丘陵部にコミュニティ単位で集落を

高層住宅を計画的に配置、避難所兼）

高台や丘陵部にコミュニティ単位で集落を
移転整備（個人住宅の周辺には学校や中
高層住宅を計画的に配置、避難所兼）

高台や丘陵部にコミュニティー単位で集落
を移転整備（個人住宅の周辺には学校や中
高層住宅を計画的に配置、避難所兼）

高架交通施設（道路
あるいは鉄道、防潮
機能兼）、沿線には防
潮や景観保全に配慮
した樹林地を配置

商業・業務・・行政施
設等を複合化したセ
ンターを配置
（避難所兼）

集合住宅を中心に市
街地を形成し、各街
区には公園や集会所
等を計画的に配置

※市街地は１㌔四方程度のイメージ
※湾口防波堤や臨海部防潮堤の図示は省略
※市街地は１㌔四方程度のイメージ
※湾口防波堤や臨海部防潮堤の図示は省略

集落地集落地

集落地集落地

集落地集落地
集落地集落地

集落地集落地

農地農地
農地農地

農地農地

港湾・水産関連港湾・水産関連

観光桟橋
　漁港
観光桟橋
　漁港

港湾施設

観光桟橋
　漁港

港湾施設

　市街地
（集合住宅）
　市街地
（集合住宅）
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